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タイノエ：富山市内で購入したマダイの口腔から採集
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Abstract
Two specimens of Ceratothoa verrucosa (Schioedte 

and Meinert, 1883) were collected from the buccal 
cavity of a red seabream, Pagrus major (Temminck 
and Schlegel, 1843), purchased in the fresh fish section 
of a local supermarket in Toyama City, Toyama 
Prefecture, central Japan. The specimens consisting of 
an ovigerous female and an adult male are briefly 
described. The red seabream harboring these 
specimens was commercially caught in the Sea of 
Japan off Niigata Prefecture, which is located next to 
Toyama Prefecture, and then transported to Toyama 
City. The present collection of C. verrucosa represents 
its third record from red seabream sold in Japanese 
local supermarkets.

はじめに
タ イ ノ エ Ceratothoa verrucosa (Schioedte and 

Meinert, 1883) は等脚目ウオノエ科に属し，海水

魚の口腔に寄生する．タイ科魚類のマダイ Pagrus 

major (Temminck and Schlegel, 1843) と チ ダ イ

Evynnis tumifrons (Temminck and Schlegel, 1843) に

寄 生 す る（Hadfield et al., 2016；Nagasawa and 

Isozaki, 2016；Hata et al., 2017；長澤，2017；長澤・

福田，2018；Nagasawa and Okada, 2022）．タイ科

以 外 の ア カ ム ツ Doederleinia berycoides 

(Hilgendorf, 1879)（ 布 村，2011） と ア カ メ バ ル

Sebastes inermis Cuvier, 1829（Hata et al., 2017）か

らもタイノエの記録があるが，両魚種から得たタ

イノエの形態は報告されていない．

マダイは，日本人が最も好む海水魚の 1 種で，

魚屋やスーパーマーケット等で丸魚として販売さ

れることも多く，それを購入した一般消費者が料

理の際にタイノエの寄生に気づくことがある．こ

の よ う な タ イ ノ エ の 存 在 は， 書 籍 等（ 市 原，

1983，1989；東京都市場衛生検査所，1990；影井，

2000；横山ほか，2019）やインターネット上で広

く知られている．しかし，マダイから得た標本を

形態観察に基づいて同定し，タイノエであると述

べた学術論文は極めて限られている．広島県と愛

知県での事例を報じた 2 論文があるに過ぎない

（長澤，2019；長澤ほか，2020）．これは，タイノ

エを含むウオノエ科等脚類の種同定には，各種の

形態に関する知識と少なくとも実体顕微鏡下での

標本観察が不可欠であるが，わが国ではそうした

知識を有しウオノエ科等脚類を同定できる研究者

が少なく，分類研究が主流であったため，それら

等脚類が水産食品の「異物」として位置づけされ

る機会がほとんどなかったことが原因である．

こうした状況のなか，本論文の第一筆者（長澤）

は，市販海水魚に見られるウオノエ科等脚類の存

在に注目し，タイノエに加えて（長澤，2019；長

澤 ほ か，2020）， サ ヨ リ Hyporhamphus sajori 

(Temminck and Schlegel, 1846) から得たサヨリヤ

ドリムシ Mothocya sajori Bruce, 1986) を報告した

（長澤・田和，2020）．

最近，第二筆者（山田）は，富山市で購入し
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た新潟県産マダイの口腔にいた甲殻類を見つけ，

標本を採取した．この標本は，第一筆者によって

タイノエに同定された．ここでは，本事例を市販

マダイからのタイノエの第 3 記録として報告す

る．

材料と方法
2021 年 5 月 8 日，本論文の第二筆者が富山市

内にあるスーパーマーケットの鮮魚部門で，生鮮

マダイ 1 尾を購入した．この個体のみが発泡スチ

ロール箱に入れられ，原産地が「新潟県」と記さ

れていた．マダイを自宅に持ち帰って捌いた際，

口腔壁に寄生する甲殻類に気づいた．そこで，魚

体と口腔部の写真撮影を行うとともに，甲殻類を

摘出して 80% エタノール液で固定後，70% エタ

ノール液に移した．このとき，マダイの体サイズ

を測定しなかったが，魚体を捌いた際に撮影した

写真をもとに全長（TL）と尾叉長（FL）を推定

した．後日，甲殻類標本は静岡市にある水族寄生

虫 研 究 室 に お い て， 第 一 筆 者 が 実 体 顕 微 鏡

（Olympus SZX10）を用いて形態観察を行い，タ

イノエに同定した．この標本は，日本産ウオノエ

科等脚類の分類学的研究のために，現在，第一筆

者のもとにあり，研究終了後に茨城県つくば市に

ある国立科学博物館筑波研究施設の甲殻類コレク

ションに収蔵する予定である．本論文で述べる魚

類の学名と和名は中坊（2013），タイノエの形態

を記述する際の用語は下村・布村（2010）に従う．

 

結　果
マダイは大型魚（49.1 cm TL, 45.8 cm FL）で，

タイノエの雌雄 2 個体が口腔に寄生していた（Fig. 

1A）．それらは，ほぼ並列して，頭部を前方に向け，

雌は口蓋，雄は口腔側壁にそれぞれ腹部を接して

寄生していた． 

タイノエの雌（Fig. 1B–F）は抱卵個体で，体

長（頭部前端から腹尾節後端）48.4 mm， 最大体

幅 24.3 mm．体長は最大体幅の 1.99 倍．体は卵

形で，第 3 胸節で最大体幅を示し，第 7 胸節の幅

が最も狭い．胸部から腹部の背面はほぼ扁平，腹

部に下方に膨らんだ育房を有する．頭部は半円形，

前端部はやや平たい．眼は不明瞭．各胸節の背前

Fig. 1. Ceratothoa verrucosa, ovigerous female (48.4 mm long) and adult male (31.4 mm long), found in the buccal cavity of a red seabream 
Pagrus major (49.1 cm in total length) purchased in the fresh fish section of a local supermarket in Toyama City, Toyama Prefecture, 
central Japan. Fresh (A) and ethanol-preserved (B–H) specimens. B–F, ovigerous female; G, H, adult male. A, ovigerous female (f) and 
adult male (m) in the buccal cavity of fish; B and C, habitus, dorsal and ventral views, respectively; D, habitus, lateral view; E, cephalon 
and pereonites 1 and 2, dorsal view; F, pleon and pleotelson, dorsal view; G and H, habitus, dorsal and ventral views, respectively. Scale 
bars: A, 20 mm; B–D, G, H, 10 mm; E, F, 5 mm.
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縁部に凹凸を有し，第 1 胸節で特に顕著．第 1 胸

節が最も長く，前隅部は前方に幅広く突出し先端

は眼付近に位置する．第 2–6 胸節はほぼ同長，第

7 胸節が最も短い．第 4–7 胸節底板は後方に伸び

る．各腹節は短く，後方に向かって幅が広くなる．

腹尾節はほぼ楕円形で，側縁と後縁は緩く曲がる．

尾肢は腹尾節側縁ほぼ中央に至り，外内肢とも短

くほぼ同長． 

タイノエの雄（Fig. 1G, H）は，体長 31.4 mm，

最大体幅 13.0 mm．体長は最大体幅の 2.41 倍．体

は楕円形．第 3 胸節で最大体幅を示し，第 7 胸節

で最も狭い．頭部は半円形．第 1 胸節が最も長く，

第 2–6 胸節はほぼ同長，第 7 胸節が最も短い．第

1 腹節が最も幅狭く，他腹節はほぼ同長．腹尾節

はほぼ楕円形．尾肢は腹尾節側縁の中央を越える． 

タイノエの体色は，雌雄とも，解凍標本で薄

黄白色，エタノール液中で黄土色．

考　察
タイノエは， Schioedte and Meinert (1883) が日本

産標本用いて新種記載した．同じ標本を用いて，

Hadfield et al. (2016) はタイノエを再記載した．ま

た，Thielemann (1910) は相模湾で採集された標本

を用いてタイノエの成体雌を記載した．わが国の

研究者では，椎野（1951）が和歌山・千葉県産マ

ダイから得た標本を用いて，タイノエの雌雄成体

を記載した．本論文の第一筆者と共同研究者に

よっても成体雌と成体雄の形態が報告された（長

澤，2017；長澤・福田，2018；長澤ほか，2020；

Nagasawa and Okada, 2022）．今回，筆者らがマダ

イから得た標本は，過去に記載されたタイノエと

ほぼ同じ形態を示したことから，タイノエに同定

した．本種の形態的特徴として，成体雌の第 1 胸

節背面が顕著な凹凸を呈して前隅部が前方に幅広

く突出すること（Fig. 1E），尾肢が短く腹尾節後

縁に達しないこと（Fig. 1F）などが挙げられる

（Hadfield et al., 2016）． 

タイノエが寄生していたマダイが収容されて

いた発泡スチロール箱には「新潟県」と原産地表

示があった．このため，このマダイは新潟県で漁

獲された後，富山市内に輸送され，スーパーマー

ケットの店頭に出されたと考えられる．新潟県で

は，佐渡島産マダイにタイノエの寄生が知られて

いるほか（Nunomura, 1981），同県沖の「タイ」

からも採取記録がある（布村，2011）．さらに，

距離的に近い富山湾のマダイ（Nunomura, 1985；

Yamauchi and Nunomura, 2010）や山形県沿岸のタ

イ科魚類（鈴木，1979）からもタイノエが得られ

ている．新潟県とその周辺海域では，タイノエは

マダイに普通に見られる寄生虫と考えて良いかも

知れない．

最近，瀬戸内海西部の伊予灘で，マダイに寄

生するタイノエの生態が調べられた（Ohtani et 

al., 2021）．それによると，タイノエは 0–4 歳のマ

ダイに主に寄生するが，マダイの加齢とともに寄

生率は減少し，7 歳以上の高齢魚に寄生が見られ

なかった．今回，富山市で購入した新潟県産マダ

イは大型魚で，尾叉長が 45.8 cm であった．日本

海におけるマダイの年齢と成長（尾叉長）に関す

る知見（島本，2006，図 9）に基づけば，このマ

ダイは 8–10 歳と推定される．日本海では，タイ

ノエは瀬戸内海より高齢なマダイにも寄生する可

能性がある．

伊予灘のマダイ 5 歳魚から採取されたタイノ

エ成体雌の最大体長は 50.6 mm に達し，タイノ

エの寿命は 6 年に達すると推測されている（Ohtani 

et al., 2021）．今回，筆者らが採取したタイノエ成

体雌は，伊予灘産の最大個体よりも僅かに小さ

かったものの，体長 48.4 mm に達する大きな個

体であった．新潟県沖でも，タイノエは数年程度

の寿命を有するのかも知れない．長崎県沖の日本

海に生息するキダイの口腔に寄生するソコウオノ

エは，3 年以上の寿命をもつと推測されている

（Nagasawa, 2020）．
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